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元気に「はい」
　４月７日、町内の小学校の入学式が行われまし

た。今年度町内の小学校に入学する児童は 168 人。

あいにくの雨でしたが、式が終わるころには雨も

やみ、教室からは元気な児童の声が聞こえてきま

した。

　中結城小学校の入学式では新１年生 57 人が名前

を呼ばれると元気に「はい」と返事し、緊張した

顔や笑顔など様々な表情を見せていました。

◎平成 29 年度行政区長・副区長合同会議…3 ページ

◎議会だより 3月定例会…12 ～ 19 ページ
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会計別 予算額
歳入 歳出

収入済額 執行率 支出済額 執行率
国民健康保険 36 億 8,434 万円 34 億　514 万円 92.4% 33 億 3,309 万円 90.5%
後 期 高 齢 者 1 億 6,575 万円 1 億 6,517 万円 99.7% 1 億 4,838 万円 89.5%
介 護 保 険 17 億 2,238 万円 16 億 9,834 万円 98.6% 15 億 1,014 万円 87.7%
中央土地区画 1 億 6,203 万円 1 億 6,448 万円 101.5% 1 億　592 万円 65.4%
農業集落排水 4 億 7,101 万円 2 億 7,823 万円 59.1% 3 億 4,538 万円 73.3%
下 水 道 4 億 5,127 万円 3 億 5,255 万円 78.1% 3 億 9,743 万円 88.1%
合 計 66 億 5,678 万円 60 億 6,391 万円 91.1% 58 億 4,034 万円 87.7%

区分 予算額 執行額 執行率
収益的収入 4 億 7,575 万円 4 億 4,927 万円 94.4%
収益的支出 3 億 8,837 万円 1 億 9,673 万円 50.7%
資本的収入 0 円 0 円 -
資本的支出 7,476 万円 7,278 万円 97.4%

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。
町
で
は
、

皆
さ
ん
に
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
予
算
の
執
行
状
況
な
ど

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
（
平
成
29
年
３
月
31
日
現
在
）
の
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
の
会
計
に
は
、
出
納
整
理
期
間
が
あ
り
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
お
金
の
出
し
入
れ
を
し
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
こ
の
数
値
を
も
と
に
決
算
を
取
り
ま
と
め
最
終
決
算
の
数
値
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

※
本
文
及
び
図
表
な
ど
は
、
千
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
合
計
な
ど
の
数
値
に
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

財
務
課
財
政
係　

内
線
３
１
２
０

平
成
28
年
度
予
算
の
執
行
状
況

一般会計　 予算額 84 億 9,721 万円

特別会計

〇歳入（収入済額）87 億 3,530 万円（執行率 102.8%）

〇歳出（支出済額）77 億 9,794 万円（執行率 91.8%）

水道事業会計

0 5 10 15 20 25 30

0 5 10 15 20 25 30
町 税 26億 8,079万円

19億 2,246万円
9億 4,424万円

8億 7,373万円
5億 4,718万円
4億 3,510万円

3億 3,605万円
3億　286万円
1億 4,918万円
5億 4,371万円

25 億 2,339万円
15億 4,316万円

12億 1,747万円
5 億 3,468万円

5 億　563万円
4 億 4,893万円

4億 3,462万円

5 億 9,006万円

地方交付金

町 債
国庫支出金

繰 越 金
繰 入 金

県 支 出 金

地方譲与税

そ の 他

民 生 費

教 育 費

総 務 費

公 債 費

土 木 費

衛 生 費
農林業費
そ の 他

地方消費税交付金

（億円）

（億円）

・土地　　　　  773,345㎡（道路、河川は含まない）

・建物　　　　　 67,284㎡
・基金　　26 億 6,216 万円

126 億 3,948 万円
（特別会計を含む）

内　訳
　一般会計　　　　 

　72 億 8,844 万円
　下水道事業会計

　25 億 5,083 万円
　農業集落排水事業会計

　　　22 億　186 万円
　水道事業会計　　　

　　　1 億 8,344 万円
　中央土地区画整理事業会計
　　　　　　4 億 1,491 万円

町民 1 人が納めた町税 　　　　　　　   11 万 8,013 円
1 世帯が納めた町税　　 　　　　　　    35 万 3,899 円
町民 1 人に使われた予算　（一般会計）    34 万 3,280 円
1 世帯に使われた予算　　 （一般会計）102 万 9,431 円

町有財産・基金の状況

町債現在高

町民 1 人・1 世帯当たりの状況

※町が特定の事業を行う場合、一般会計と区分して経理するものです
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行政区 区長名 副区長名 行政区 区長名 副区長名
仁 江 戸 東 村　松　道　夫 小　口　清　一 瀬 戸 井 〇廣　瀬　賢　一 初　沢　武　光
仁 江 戸 西 中　山　文　夫 高　野　孝　男 小野里　家　一
粟 野 土　屋　完　男 土　屋　　　操 兵 庫・ 沼 端 荒　井　健　雄 渡　辺　敏　光
片 角 中　島　行　男 ◎猪　瀬　　　誠 前 田 小　林　一　郎 中　山　　　誠
中 野 稲　葉　　　茂 古　澤　　　孝 高 野 小　菅　次　男 山　中　五　郎
苅 橋 諏　訪　正　樹 坂　従　　　実 伊 勢 山 海老原　　　光 大久保　修　二
東 大 山 渡　邉　常　雄 高　田　宣　夫 根 ノ 谷 小　川　好　和 青　木　幹　雄
太 田 古　橋　幸　一 山　口　俊　巳 菅 谷 西 中　村　政　一 山　﨑　幸　一

若 高　谷　常　男 仲　山　光　家 西 大 山 幸　田　　　実 爲我井　　　勇
沼 森 高　橋　　　進 高　橋　一　義 塩 本 小　川　一　治 安　田　英　宣
貝 谷 杉　山　　　宏 濵　名　　　進 圀府田　正　人
川 尻 〇坂　野　義　信 古　澤　文　雄 下 山 川 櫻　井　清　一 高　﨑　　　隆
今 里 山　口　愼一郎 御園生　　　孝 粕 礼 照　内　堆　夫 菊　　　保　雄
本 郷 小　竹　敏　男 小　竹　弘　敏 本 田 古　谷　定　雄 宮　本　邦　雄
蕗 田 國府田　富　雄 水　書　哲　也 前 山 弦　巻　　　武 黒　子　昭　好
東 蕗 田 小　竹　貞　男 水　書　森　治 松 山 幸　田　裕　之 大　竹　光　明
新 地 関　　　好太郎 野　中　　　昇 天 王 木 番 田 大　里　章　一 堀　米　　　清
福 岡 福　田　一　夫 木　村　光　男 築 越 六 軒 小田辺　義　章 大久保　　　登
栗 山 藤　木　哲　雄 藤　木　芳　夫 二 ツ 釜 大　里　正　三 大　里　治　夫
尾 崎 西　山　一　雄 遠　藤　敬　一 道 前 六 保 〇古　谷　　　博 諏　訪　喜　一
大 間 木 寺　田　　　茂 堤　　　　　進 平 塚 新 田 河　口　　　梓 武　藤　　　勝
芦 ケ 谷 新 田 金　子　　　孝 仲　野　茂　雄 水 口 馬　場　　　勇 〇斉　藤　　　実
舟 戸 大久保　隆　夫 栗　原　勝　美 松 本 小　竹　　　淳 青　木　勝　廣
仲 坪 久保谷　一　衛 瀬　﨑　茂　夫 久 下 田 片　平　　　博 湯　本　富　雄
山 ノ 神 横　島　広　司 高　橋　誠一郎 新 井 ◎新　井　　　泉 飯　田　繁　夫
神 山 秋　葉　照　雄 秋　葉　信　男 八 町 水　書　文　彦 杉　田　昭　廣

磯 大　竹　孝　之 大　竹　敏　幸 袋 中　山　　　明 枝　　　勝　実
村 貫 東 宮　本　三　郎 小　沼　佳　雄 野 爪 草　間　勝　美 〇大久保　興　治
村 貫 西 〇相　澤　　　丈 相　沢　文　雄 坪 井 谷　中　克　己 谷　中　　　匡
佐 野 東 幸　田　行　男 爲我井　哲　男 高 崎 中　莖　貞　良 島　田　清　晴
佐 野 西 爲我井　義　雄 廣　瀬　和　夫 大 渡 戸 中　山　只　一 中　山　達　男

※◎は区長親和会会長、副区長会会長 
　〇は区長親和会副会長、副区長会副会長

大 里 山　中　満　雄 柴　　　正　志
小 屋 倉　持　昌　幸 高　島　忠　之

平成 29年度行政区長・行政副区長一覧 （平成 29 年 4 月 1 日現在・敬称略）

　

４
月
11
日
、
中
央
公
民

館
で
平
成
29
年
度
行
政
区

長
・
副
区
長
合
同
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
午
前
９
時
30

分
に
始
ま
り
、
大
久
保
司

町
長
か
ら
新
行
政
区
長
・

副
区
長
に
委
嘱
書
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年

度
施
政
方
針
で
は
、
大
久

保
町
長
か
ら
町
政
運
営
の

基
本
姿
勢
と
主
要
施
策
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
部
長
か
ら

予
算
概
要
や
行
政
区
長
・

副
区
長
の
役
割
等
の
説
明

の
後
、
地
域
担
当
員
制
度

な
ど
の
連
絡
事
項
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
下
館
河
川
事

務
所
か
ら
鬼
怒
川
緊
急
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
会
議
終
了
は

正
午
を
少
し
ま
わ
る
長
時

間
と
な
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
は
最
後
ま
で
熱
心
に

説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

行政区長、行政副区長に委嘱書が交付されました

施政方針を話す大久保町長

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て

ー
平
成
29
年
度
行
政
区
長
・
副
区
長
合
同
会
議
ー
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４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
及

び
小
中
学
校
職
員
の
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
人
事
異
動

に
よ
り
町
職
員
の
総
数
は
、
定
数

１
９
５
人
に
対
し
て
１
８
１
人
に

な
り
ま
し
た
。
町
職
員
の
異
動
の

掲
載
は
主
査
以
上
と
新
規
採
用
職

員
で
す
。

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
け
）

□
秋
葉
三
佐
男
（
会
計
管
理
者
兼

会
計
課
長
）
□
山
野
井
哲
夫
（
生

涯
学
習
課
参
事
）
□
湯
本
き
み
子

（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
師
）

〇
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）

◆
秘
書
公
室　

◇
公
室
長
兼
秘
書

課
長
／
谷
中
聰
（
秘
書
課
長
）

■
秘
書
課　

□
課
長
補
佐
兼
政
策

秘
書
係
長
／
岩
坂
信
幸
（
農
業
委

員
会
事
務
局
主
査
兼
農
政
係
長
）

□
課
長
補
佐
兼
情
報
政
策
係
長
／

関
和
之
（
産
業
振
興
課
主
査
兼
畜

産
園
芸
係
長
）
□
主
査
兼
広
報
・

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
長
／

大
林
伸
光
（
主
査
兼
秘
書
広
報
係

長
）

◆
総
務
部　

◇
部
長
／
鈴
木
一
男

（
総
務
課
長
）

■
総
務
課　

□
課
長
／
中
久
喜
勉

（
企
画
財
政
課
参
事
）
□
課
長
補

佐
兼
文
書
法
制
係
長
／
中
川
貴
志

（
主
査
）
□
主
査
兼
人
事
給
与
係

長
／
斉
藤
典
弘
（
主
査
兼
庶
務
係

長
）

■
消
防
交
通
課　

□
課
長
／
宮
本

克
典
（
生
涯
学
習
課
参
事
）
□
課

長
補
佐
兼
消
防
係
長
／
秋
葉
通
明

（
総
務
課
主
査
兼
消
防
交
通
係
長
）

□
主
査
兼
交
通
防
犯
係
長
／
堤
弘

明
（
産
業
振
興
課
農
林
係
長
）
□

主
査
兼
防
災
危
機
管
理
室
長
／
為

我
井
正
（
都
市
建
設
課
区
画
整
理

係
長
）

■
税
務
課　

□
課
長
／
鈴
木
衛

（
参
事
）
□
課
長
補
佐
兼
住
民
税

係
長
／
青
木
譲
（
主
査
兼
住
民
税

係
長
）

■
戸
籍
住
民
課　

□
課
長
／
塚
原　
　
　

渥
（
生
活
環
境
課
長
補
佐
兼
生
活

係
長
）
□
課
長
補
佐
／
岩
田
純
子

（
町
民
課
長
補
佐
）
□
主
査
兼
住

民
係
長
／
高
橋
紀
子
（
町
民
課
住

民
係
長
）
□
主
査
兼
戸
籍
係
長
／

鈴
木
佳
奈
（
町
民
課
主
査
兼
住
民

係
長
）

◆
企
画
財
政
部　

◇
部
長
兼
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
長
／
野
村
勇
（
企

画
財
政
課
長
）

■
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

□
参
事

／
馬
場
俊
明（
企
画
財
政
課
参
事
）

□
主
査
兼
企
画
政
策
係
長
／
齊
藤

武
史
（
企
画
財
政
課
主
査
兼
企
画

係
長
）
□
主
査
兼
企
画
調
整
係
長

／
古
沢
武
春（
企
画
財
政
課
主
査
・

下
妻
広
域
）
□
主
査
・
下
妻
広
域

／
原
部
光
敏（
企
画
財
政
課
主
査
・

下
妻
広
域
）
□
主
査
兼
総
合
戦
略

室
長
／
粟
野
直
人
（
企
画
財
政
課

総
合
戦
略
室
係
長
）

■
財
務
課　

□
課
長
／
中
村
弘

（
企
画
財
政
課
参
事
）
□
課
長
補

佐
兼
契
約
管
財
係
長
／
倉
持
浩
幸

（
総
務
課
主
査
兼
管
財
係
長
）
□

主
査
兼
財
政
係
長
／
安
江
薫
（
企

画
財
政
課
主
査
兼
財
政
係
長
）

◆
保
健
福
祉
部　

◇
部
長
／
相
田

敏
美
（
税
務
課
長
）

■
福
祉
課　

□
課
長
兼
健
康
増
進

課
長
／
宮
本
正
美
（
福
祉
保
健
課

長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長
）
□
主

査
兼
社
会
福
祉
係
長
／
鈴
木
和
美

（
福
祉
保
健
課
主
査
）
□
主
査
兼

子
育
て
支
援
室
長
／
山
口
富
実
子

（
福
祉
保
健
課
主
査
兼
児
童
福
祉

係
長
）

■
長
寿
支
援
課　

□
課
長
／
青
木

喜
栄
（
福
祉
保
健
課
長
）
□
参
事

／
大
里
斉
（
福
祉
保
健
課
参
事
）

□
主
任
保
健
師
／
飯
島
絹
枝
（
福

祉
保
健
課
主
任
保
健
師
兼
介
護
担

当
）
□
主
任
保
健
師
／
樋
口
敏
枝

（
福
祉
保
健
課
主
任
保
健
師
）

■
国
保
年
金
課　

□
課
長
／
塚
原

勝
美
（
町
民
課
長
）
□
課
長
補
佐

兼
保
険
税
係
長
／
永
瀬
修
（
福
祉

保
健
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係

長
）
□
主
査
兼
国
保
係
長
／
篠
山

清
美
（
町
民
課
主
査
兼
保
険
年
金

係
長
）
□
主
査
兼
医
療
年
金
係
長

／
飯
田
友
里
（
町
民
課
保
険
年
金

係
長
）

■
健
康
増
進
課　

□
課
長
補
佐
兼

保
健
係
長
／
高
橋
美
由
紀
（
福
祉

保
健
課
長
補
佐
兼
保
健
係
長
）
□

主
任
保
健
師
兼
介
護
担
当
／
丸
山

晴
美（
福
祉
保
健
課
主
任
保
健
師
）

◆
産
業
建
設
部　

◇
部
長
／
生
井

俊
一
（
都
市
建
設
課
長
）

■
産
業
振
興
課　

□
課
長
補
佐
兼

農
政
係
長
／
飯
岡
勝
利
（
課
長
補

佐
兼
農
林
係
長
）
□
主
査
兼
商
工

観
光
係
長
／
阿
部
典
子
（
主
査
兼

振
興
係
長
）

■
都
市
建
設
課　

□
課
長
／
木
村

和
則
（
都
市
建
設
課
参
事
）
□
課

長
補
佐
兼
道
路
河
川
管
理
係
長
／

瀬
崎
清
一
（
主
査
兼
用
地
管
理
係

長
）
□
課
長
補
佐
兼
区
画
整
理
係

長
／
生
井
億
之
（
主
査
兼
区
画
整

理
係
長
）
□
主
査
兼
道
路
整
備
係

長
／
西
村
良（
主
査
兼
工
務
係
長
）

■
環
境
対
策
課　

□
課
長
／
内
山

博
（
生
活
環
境
課
長
）
□
課
長
補

佐
兼
生
活
環
境
係
長
／
塚
原
仁

（
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
）

□
課
長
補
佐
兼
環
境
対
策
係
長
／

富
永
浩
（
生
活
環
境
課
長
補
佐
兼

環
境
係
長
）

■
上
下
水
道
課　

□
課
長
／
杉
山

淳
（
参
事
）
□
課
長
補
佐
兼
下
水

道
係
長
／
諏
訪
敦
史
（
主
査
兼
下

水
道
係
長
）

■
会
計
課　

□
会
計
管
理
者
兼
課

長
／
柴
森
米
光（
上
下
水
道
課
長
）

■
議
会
事
務
局　

□
局
長
補
佐
兼

庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
／
小
林
由

実（
局
長
補
佐
兼
庶
務
議
事
係
長
）

◆
教
育
委
員
会

■
生
涯
学
習
課　

□
課
長
補
佐
／

井
上
敦
之
（
主
査
兼
社
会
教
育
係

長
）
□
課
長
補
佐
兼
図
書
館
係
長

／
野
中
清
昭
（
主
査
兼
図
書
館
係

長
）
□
主
査
兼
生
涯
学
習
係
長
／

大
久
保
正
己
（
社
会
教
育
係
長
）

□
主
査
兼
文
化
係
長
／
張
替
史
子

（
社
会
教
育
係
長
）

〇
新
規
採
用　

□
税
務
課
主
事
／

内
海
宏
太
□
福
祉
課
主
事
／
猪
瀬

翔
子
□
長
寿
支
援
課
主
事
／
廣
瀬

未
来
子
□
都
市
建
設
課
主
事
／
水

書
良
輔
□
環
境
対
策
課
主
事
／
金

中
竜
児
□
上
下
水
道
課
主
事
／
會

田
祐
希
□
生
涯
学
習
課
主
事
／
生

井
光
成
□
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

／
飯
倉
由
香
理

〇
退
職

□
湯
本
春
雄
（
西
豊
田
小
校
長
）

役
　
場
（
　
）
内
前
職

学
　
校

人

事

異

動



5　　広報やちよ№ 691　2017.5 月号

□
深
谷
典
子
（
西
豊
田
小
教
諭
）

□
小
林
三
恵
子（
中
結
城
小
教
諭
）

〇
転
出
（
３
月
31
日
付
け
）

■
西
豊
田
小　

□
教
頭
／
栗
山
千

和
（
下
館
西
中
）
□
教
諭
／
羽
鳥

浩
明
（
古
河
二
小
）
□
教
諭
／
佐

藤
理
子
（
豊
加
美
小
）
□
教
諭
／

小
圷
龍
平
（
坂
本
小
）

■
安
静
小　

□
教
諭
／
沢
木
滋

（
水
海
道
小
）
□
教
諭
／
赤
松
典

子
（
宗
道
小
）
□
教
諭
／
小
林
紀

子
（
五
所
小
）
□
教
諭
／
深
谷
恵

美
子
（
下
妻
小
）

■
中
結
城
小　

□
教
頭
／
鈴
木
裕

之
（
筑
西
市
中
小
）
□
教
諭
／
藤

田
麻
衣
子
（
嘉
田
生
崎
小
）

■
下
結
城
小　

□
教
諭
／
大
山
幹

夫
（
石
下
中
）

■
八
千
代
一
中　

□
教
諭
／
坂
入

俊
夫
（
結
城
中
）
□
教
諭
／
横
瀨

郁
子
（
千
代
川
中
）

■
東
中　

□
教
頭
／
前
田
隆
浩

職　名 氏　名 行政区 職　名 氏　名 行政区
団　長 小 菅 康 司 高　野 第 1 分団長 中 島 邦 光 粟　野
副団長 沢 木 清 司 高　野 第 2 分団長 岩 田　 大 太　田
副団長 渡 辺 利 明 久下田 第 3 分団長 岡 田 義 則 西大山
本部員 沢 木 里 支 高　野 第 4 分団長 金 子 貴 明 仲　坪
本部員 生 井 英 公 佐野東 第 5 分団長 石 塚 大 輔 築越六軒
本部員 杉 田 敏 博 高　野　 第 6 分団長 川 田 和 弘 久下田

第 7 分団長 高 橋　 宏 高　野

閲覧日 閲覧者氏名・住所 利用目的の概要 閲覧に係る選挙人の範囲

平成 28 年
7 月 20 日

株式会社サーベイリサー
チセンター
代表取締役　戸祭浩
東京都荒川区西日暮里
2-40-10

「平成 28 年度茨
城県政世論調
査」の対象者抽
出のため

大字平塚在住の 18
歳以上の男女

平成 28 年
7 月 21 日

読売新聞東京本社
世論調査部長　寉田知久
東京都千代田区大手町
1-7-1

全国の有権者を
対象に実施する
世論調査の対象
者抽出のため

第 14 投票区

区分
実施
機関

請求
件数

公開（開示）した情報の内訳
不服申立 
件　　数公開

件数
一部公開
件　　数

非公開
件　数

情報公開

町 長 4 3 1 0 0
議 会 0 0 0 0 0
教 育
委 員 会

1 0 1 0 0

選 挙 管 理
委 員 会

0 0 0 0 0

個人情報 町 長 0 0 0 0 0

平成 29 年度八千代町消防団役員

平成 28 年度情報公開・個人情報保護制度の実施状況

平成 28 年度選挙人名簿抄本の閲覧状況

宣誓をする新入団員代表の渡邉節さん 規律訓練を受ける新入団員の皆さん

（
古
河
一
中
）

〇
転
入
（
４
月
１
日
付
け
）

■
西
豊
田
小　

□
校
長
／
廣
澤
嘉

成
（
河
間
小
）
□
教
頭
／
青
木
昇

（
八
千
代
一
中
）
□
教
諭
／
粟
野

朱
美
（
三
和
東
中
）
□
教
諭
／
木

村
美
奈
（
明
野
中
）

■
安
静
小　

□
教
諭
／
草
間
雅
彦

（
上
山
川
小
）
□
教
諭
／
小
森
一

美
（
新
治
小
）
□
教
諭
／
高
野
和

則
（
川
西
小
）
□
教
諭
／
大
久
保

千
穂
（
下
妻
小
）
□
教
諭
／
舘
野

雄
（
新
採
）

■
中
結
城
小　

□
教
頭
／
柳
康
夫

（
玉
小
）
□
教
諭
／
小
貫
律
子
（
川

島
小
）
□
教
諭
／
田
神
和
子
（
上

妻
小
）
□
教
諭
／
塩
森
敦
子
（
東

中
）
□
教
諭
／
宮
田
香
里
（
下
妻

小
）
□
教
諭
／
松
田
千
尋
（
新
採
）

■
下
結
城
小　

□
教
諭
／
泉
朋
幸

（
水
海
道
西
中
）
□
教
諭
／
大
塚

瑞
季
（
新
採
）

■
川
西
小　

□
教
諭
／
飯
田
靖
宏

（
豊
田
小
）

■
八
千
代
一
中　

□
教
頭
／
田
神

昭
（
結
城
南
中
）
□
教
諭
／
石
澤

功（
東
中
）□
教
諭
／
鈴
木
翔（
新

採
）

■
東
中　

□
教
頭
／
渡
辺
幸
司

（
下
館
北
中
）
□
教
諭
／
市
村
文

裕
（
中
結
城
小
）

町民の生命と財産を守るために
　３月 26 日、中央公民館で平成
29 年度消防団辞令交付式が行わ
れました。小菅康司団長から辞令
が交付され 19 人が退団、20 人
が入団しました。
　大久保司町長が「日ごろのご尽

力に感謝します。今後とも安全安
心なまちづくりにご協力をお願い
します」とあいさつ。小菅団長は

「町民の生命、財産を守るという
崇高な消防精神のもと消防活動に
臨んでください」と訓示しました。

（敬称略）

平成 28 年度の選挙人名簿抄本の閲覧状況について、公職選挙法第 28 条の 4 第 7 項
及び公職選挙法施行規則第 3 条の 4 の規定により公表します。なお、在外選挙人名
簿抄本については、閲覧の申出がありませんでした。

問  総務課行政管理係（内線 3310）
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話　題

話　題
Topics

Topics

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

ー
２
事
業
所
と
見
守
り
協
定
を
締
結
ー

思
い
や
り
運
転
で
事
故
防
止

ー
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ー

交
通
事
故
防
止
を
願
っ
て

ー
新
１
年
生
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈
ー

児
童
の
安
全
の
た
め
に

ー
常
陽
銀
行
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
贈
ー

　

３
月
29
日
、
役
場
で
要
援
護
者
の
見
守
り
活
動
等
の
協
力

に
関
す
る
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
と
協
定
を
結

ん
だ
の
は
、
古
河
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
と
ヤ
マ
ト
運
輸

株
式
会
社
茨
城
八
千
代
セ
ン
タ
ー
で
す
。
協
定
は
、
町
内
の

移
動
時
や
高
齢
者
な
ど
の
要
援
護
者
が
い
る
世
帯
を
訪
問
し

た
と
き
、
ま
た
要
援
護
者
が
店
舗
等
に
訪
れ
た
と
き
に
異
変

や
異
常
を
感
じ
た
場
合
に
、
町
に
速
や
か
に
連
絡
し
て
も
ら

う
と
い
う
内
容
で
す
。

　

大
久
保
司
町
長
は
「
少
子
高
齢
化
の
影
響
も
あ
り
要
援
護

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
今
回
の
調
印
式
で
見
守
り
協
定
を
結
ん
だ
事
業
所

は
18
事
業
所
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
か
ら
15
日
に
実
施
さ
れ
た
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
の
初
日
、
菅
谷
十
字
路
で
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
行
わ
れ
、
町
交
通
対
策
協
議
会
（
会
長
大
久
保
司
町

長
）
の
委
員
と
八
千
代
高
校
の
生
徒
な
ど
43
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
前
に
大
久
保
町
長
が
「
近
年
、
子
ど

も
や
高
齢
者
が
事
故
に
あ
う
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
歩
行

者
の
目
線
に
た
っ
た
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
て
も

ら
う
よ
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
参
加
者
が
赤
信
号
で
停
車
し
た
ド

ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
啓
発
グ
ッ
ズ
な
ど

を
手
渡
し
な
が
ら「
安
全
運
転
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
29
日
、
下
妻
地
区
交
通
安

全
協
会
の
赤
荻
三
郎
会
長
と
杉
山

早
苗
事
務
局
長
が
役
場
を
訪
れ
、

新
入
学
児
童
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

同
協
会
が
推
進
す
る
マ
イ
フ
ァ
ミ

リ
ー
交
通
安
全
対
策
の
一
環
で
、

児
童
の
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
久
保
司
町
長
は
「
黄
色
が
一

番
目
立
ち
ま
す
ね
。
子
ど
も
た
ち

に
は
安
全
に
登
下
校
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
１
年
生
の
登
下
校
の
安
全
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
常
陽
銀
行

八
千
代
支
店
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
29
日
に

古
内
正
支
店
長
が
役
場
を
訪
れ
、

大
久
保
司
町
長
と
赤
松
治
教
育
長

に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

古
内
支
店
長
は
「
子
ど
も
た
ち

の
安
全
に
役
立
て
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
話
し
、大
久
保
町
長
は
「
最

近
は
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

保
護
者
の
安
心
に
も
つ
な
が
る
」

と
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

ドライバーに啓発グッズを手渡す町長と高校生

協定書に調印した皆さん

ランドセルカバーを手渡す交通安全協会の皆さん

防犯ブザーを手渡す古内支店長（右）
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大  好  き  な

み ん
な の 広 場

人

※みんなの広場では、皆さんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 48-1111（内線 3510）

笑顔がいいね !♥

矢
や

　中
なか

お姉さん

七
なな

　海
み

萌
もえ

さん（川西小 6 年）

さん（新　井）

　

私
に
は
、
八
才
ち
が
い
の
お
姉
ち
ゃ
ん
が
い

ま
す
。
今
、
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
大
学
生
で
す
。

そ
の
た
め
、
勉
強
や
部
活
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
私
が
や
っ
て

い
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
る
キ
ッ
カ
ケ
と

な
っ
た
人
で
す
。
中
学
校
の
部
活
を
や
っ
て
い

る
の
を
見
て
「
か
っ
こ
い
い
」
「
私
も
や
り
た

い
」
と
思
い
、
小
学
一
年
生
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
始
め
ま
し
た
。
今
で
は
、
一
人
ぐ
ら
し
で
会

え
る
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、

帰
っ
て
き
た
時
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
わ
か
ら

な
い
所
の
勉
強
を
教
え
て
く
れ
た
り
と
、
優
し

く
し
て
く
れ
ま
す
。

　

教
師
に
な
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
姉

ち
ゃ
ん
が
私
は
大
好
き
で
す
。

楓 ち ゃ ん 2 才 に
なりました‼
いつもニコニコ元
気なかえちゃん♡
これからも沢山あ
そんで、優しいお
姉さんになってね
♪

恥ずかしがりやだ
けど歌うのが大好
きなゆい。食いし
ん坊なさや。ふた
り の 笑 顔 に じ ぃ
ちゃんはいつもメ
ロメロです。姉妹
仲良く、素直な思
いやりのある女の
子になってね☆

父　友　樹　さん
母　　渚　　さん

父　浩　司　さん
母　久　惠　さん

大
好
き
な
お
姉
ち
ゃ
ん

山
やま

崎
ざき

　結
ゆ

彩
い

・紗
さ

彩
や

　ちゃん
平成 26 年 8 月 25 日生まれ
平成 28 年 4 月 25 日生まれ（兵庫・沼端）

河
か わ

　口
ぐ ち

　　楓
かえで

　ちゃん
平成 27 年 4 月 5 日生まれ

（伊勢山）

下し
た

萌も
え

や
土
手
真
っ
直
ぐ
に
駆
け
下
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

大　

里
　
　
山
　
中
　
康
　
雄

遺
さ
れ
し
古
墳
の
杜
に
桜
満
ち

　
　
　
　
　
　
　

小　

屋
　
　
石
　
島
　
和
　
男

陽
炎
や
地
を
這
う
影
を
踏
み
て
行
く

　
　
　
　
　
　
　

菅　

谷
　
　
照
　
内
　
美
代
子

背
な
丸
め
ペ
ダ
ル
踏
む
子
や
春
一
番

　
　
　
　
　
　
　

久
下
田　
　

川　

村　

ヱ
イ
子

小
魚
の
キ
ラ
リ
と
光
り
水
温ぬ

る

む

　
　
　
　
　
　
　

佐　

野　
　

佐　

伯　

六　

花

か
げ
ろ
へ
る
丘
下
り
来
る
耕
耘
機

　
　
　
　
　
　
　

松　

本
　
　
野
　
口
　
ま
さ
子

間
が
持
た
ぬ
視
線
の
先
に
沈じ

ん
ち
ょ
う
げ

丁
花

　
　
　
　
　
　
　

新　

井
　
　
片
　
野
　
み
さ
を

陽
炎
や
水
面
も
橋
も
い
び
つ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

小
　
屋
　
　
倉
　
持
　
幸
　
子

花
ピ
ン
ク
蕾
三
分
の
運
動
場

　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
楽
し
や
わ
が
「
さ
く
ら
会
」

　
　
　
　
　
　
　
大
戸
新
田
　
山
　
本
　
好
　
子

先
生
が
付
け
た
グ
ル
ー
プ
名
称
は

　
　
　
　
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
捩も

じ

り
プ
ラ
美び

な
り

　
　
　
　
　
　
　
蕗
　
田
　
　
国
府
田
　
圭
　
子

　犬
ふ
ぐ
り
蒲た

ん

ぽ

ぽ

公
英
・
菘

す
ず
な

・
花
満
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
冬
の
枯
野
は
日
向
に
あ
そ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

東
大
山　
　

草　

間　

ふ　

み

俳
　
　
句

短
　
　
歌

や　ち　よ　文　芸
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予約制のため、電話にて予約をお願い致します。

平日 まで 土曜日 まで診療

県 西 糖 尿 病 内 分 泌 内 科

糖 尿 病 専 門 医

内分泌代謝科専門医

℡ 

筑 西 警 察 署 斜 め 向 か い 筑 西 市 成 田

ク リ ニ ッ ク

広告広告

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
生
産

ー
春
は
く
さ
い
が
青
果
物
銘
柄
産
地
に
指
定
ー

　

県
の
青
果
物
銘
柄
産
地
に
町
の

春
は
く
さ
い
が
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
期
間
は
平
成
29
年
２
月
か
ら

平
成
32
年
２
月
ま
で
、
春
は
く
さ

い
は
平
成
21
年
度
か
ら
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

銘
柄
産
地
の
指
定
は
一
定
品
質

の
青
果
物
の
安
定
供
給
が
で
き
る

生
産
、
販
売
体
制
を
も
つ
団
体
や

産
地
を
指
定
し
、
競
争
力
の
あ
る

産
地
の
育
成
や
園
芸
の
振
興
、
活

性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
昭
和
57
年

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

指定を受けた関係者の皆さん

高
品
質
な
ナ
シ
の
生
産
を
目
指
し
て

ー
県
果
樹
生
産
力
向
上
共
励
会
で
表
彰
ー

　

３
月
10
日
、
県
果
樹
生
産
力
向

上
共
励
会
（
ナ
シ
）
の
表
彰
式
が

県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
で
行
わ

れ
、
露
地
ナ
シ
部
門
で
瀬
戸
井
の

大
久
保
譲
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣

賞
、
高
崎
の
関
高
行
さ
ん
が
県
農

林
振
興
公
社
理
事
長
賞
、
施
設
ナ

シ
部
門
で
野
爪
の
草
間
正
美
さ
ん

が
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

４
月
11
日
に
受
賞
者
が
大
久
保

司
町
長
へ
報
告
に
訪
れ
、
大
久
保
さ

ん
は
「
受
賞
は
こ
れ
か
ら
の
励
み
に

な
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

受賞報告に訪れた皆さん

後期高齢者医療保険に加入している方へ
75 歳以上の方の保険料の軽減率が変わります

1　所得割の額が変わる方

平成 28 年度までの所得割は、
特例的に 5 割軽減されていま
したが、29 年度は 2 割軽減に
なります。（均等割の定額部分
は変わりません）

2　均等割の額が変わる方

保険料額が変わるのは、10 月からです。年金からの引き落としの場合、
前半（4 月・6 月 8 月）の保険料は前年度と同じ額として、後半（10 月・
12 月・2 月）で残りの保険料を調整します。そのため、10 月から引き
落とし額が増えます。

お知らせ

後高齢

●一定以上の年
収のある方に
年収に応じて
ご負担いただ
きます。

●個人の年収に
応じて軽減さ
れます。

①所得割額 ②均等割額
●全ての方にご

負担いただき
ます。

●世帯の所得に
応じて軽減さ
れます。

＋

75歳以上の方の保険料
年収約 153 万円 
　　～約 211 万円の方

元被扶養者で、特定の
要件に該当する方

保険料を年金からの引き落としで納めている皆さまへ

特定の要件の例　単身の方で
あれば、年金収入が 168 万円
を超える方など

元被扶養者とは　75 歳になる
前日に、ご家族の会社の健康
保険などで被扶養者だった方

引き落とし額の例　元被扶養者に該当する方の場合

問  国保年金課医療年金係　　
　 （内線 1330）
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■第 22 回八千代町ミニ駅伝大会
〔と　き〕3 月 4 日（土）
〔ところ〕八千代町民公園
〔主　催〕八千代町体育協会
〔主な結果〕

男子の部（970m × 7 区間）

優　勝　八千代町サッカー少年団（23分 08秒）
準優勝　西豊田スポーツ少年団（26分 35秒）
女子の部（970m × 5 区間）

優　勝　中結城MBC-A（17分 27秒）
準優勝　下結城MBC-A（18分 06秒）
第 3位　西豊田MBC-A（18分 25秒）
最優秀選手賞

男子　小川賢人（八千代町サッカー少年団）
女子　千國那海（中結城MBC-A）
　　　森陽菜（中結城MBC-A）

■第 5 回茨城県小学生ゴーセンダブルス大会
〔と　き〕2月 25日（土）
〔ところ〕石岡市運動公園体育館
〔主　催〕茨城県小学生バドミントン連盟
〔主な結果〕

3 年生以下女子ダブルス

優　勝　草間結・生井穂乃果（西豊田バドミントン）

■第 3 回 KIYOSHI 杯ミニバスケットボール交流大　　 
　会

〔と　き〕3 月 4 日（土）
〔ところ〕桜川市真壁第一体育館
〔主　催〕KIYOSHI 杯交流大会実行委員会
〔主な結果〕

男子の部

優　勝　八千代MBC

男子の部で優勝した八千代町サッカー少年団の皆さん

3 年生以下女子ダブルスで優勝した草間・生井組

女子の部で優勝した中結城 MBC-A の皆さん

最優秀選手賞を受
賞した皆さん優勝した八千代 MBC の皆さん
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「
野
鳥
を
大
切
に
し
、
自
然
を

守
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
心
の
輪

を
広
げ
る
愛
鳥
週
間
の
普
及
啓
発

事
業
と
し
て
、
猟
友
会
鬼
怒
支
部

八
千
代
分
会
に
よ
る
「
実
の
な
る

木
配
布
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

野
鳥
が
好
む
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗

木
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
の
で
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
14
日
（
日
）
午
前
10

時
～
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　

グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
憩
遊

館　

正
面
入
口
付
近

　

産
業
振
興
課
農
政
係

　
（
内
線
２
２
４
１
）

　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

５
月
26
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予

約
制
で
す
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

48
‐
１
９
５
５

　

茨
城
県
獣
医
師
会
で
は
、
視
覚

に
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
援
助
協

力
の
一
環
と
し
て
、
助
成
事
業
を

５月の納税等

軽自動車税（全　期）
拾四ケ用水（全　期）

納期は５月 31 日（水）です

　 税務課（内線 1530）

実
施
し
ま
す
。

助
成
対
象　
県
内
に
居
住
す
る
盲

導
犬
の
使
用
者

助
成
内
容　
狂
犬
病
予
防
注
射
の

無
償
化
、
１
頭
に
つ
き
上
限
１
万

円
の
診
療
経
費
等
の
助
成
（
枠
内

で
複
数
回
の
助
成
可
能
）

実
施
期
限　

平
成
30
年
３
月
10
日

（
土
）

　

茨
城
県
獣
医
師
会

　

０
２
９
‐
２
４
１
‐
６
２
４
２

日
時　
５
月
18
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所　
中
央
公
民
館

対
象
者　
就
職
で
悩
ん
で
い
る
15

歳
～
39
歳
の
若
者
ま
た
は
保
護

者
・
関
係
者

相
談
員　
い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ

特別滞納整理の実施について
　町税等は、町民への様々な行政サービスを提供する
うえで欠くことのできない貴重な自主財源です。大多
数の方が、納期限内に納付していただいていますが、
一部の方が未納の状態となっています。財源確保と公
平性確保の観点から特別滞納整理を実施します。期間
中、職員がご自宅に訪問したり電話をする場合があり
ますので、ご理解ご協力をお願いします。なお、納税
に関する相談は、随時受付けていますので早めにご来
庁ください。

期　間　５月９日（火）～ 19 日（金）
町税等　町県民税、軽自動車税、固定資産税
　　　　国民健康保険税、介護保険料
　　　　後期高齢者医療保険料

※納付については、安心便利な口座振替をご利用くだ
　さい。

問い合わせ　　税務課収納管理係（内線１５３０）
　　　　　　　長寿支援課介護保険係（内線１２４０）
　　　　　　　国保年金課保険税係（内線１３１０）

お

知

ら

せ

５
月
10
日
か
ら
16
日
は
愛

鳥
週
間
で
す

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

TEL 問

問

問

TEL

児童福祉週間
- ５月５日から 11 日 -

 できること　たくさんあるよ
 きみのてに

《児童福祉週間標語》

　      福祉課子育て支援室
　       （内線１４３０）　

問

高尾山ハイキング参加者募集

　八千代町スポーツ推進委員主催によるハイキングを

開催します。植生豊かで絶景ポイント満載の高尾山ハ

イキングに行きませんか。参加者を募集します。

日　　時　６月 18 日（日）　午前７時 30 分出発（予定）

場　　所　高尾山（東京都八王子市）

集合場所　総合体育館前

募集人員　40 人（先着順）

参  加  費　２５００円

申込方法　総合体育館窓口にて参加費を添えてお申し
　　　　　込みください。

受付開始　５月 14 日（日）午前９時～

※コース等詳細は受付時にお知らせします。ケーブル 
　カー等は利用しません。

問い合わせ・申し込み
　総合体育館（月曜日休館）　　　48- ２４６９

茨
城
県
獣
医
師
会
「
盲
導

犬
助
成
事
業
」
に
つ
い
て

サ
ポ
ス
テ
出
張
相
談
会
の

お
知
ら
せ

TEL 問

I N F O R M A T I O N
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５月の高齢者相談
介護、福祉、生活などに関す
る相談をお寄せください。

   【相談日】５月 17 日（水）
   午前８時 30 分～午後５時
　 地域包括支援センター
　 30- ２４００（直通）

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
員

相
談
料　
無
料

※
前
日
ま
で
に
要
予
約
。

　

厚
労
省
認
定
事
業
い
ば
ら
き
県

西
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
54-

６
０
１
２　

　
日
時　

５
月
20
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

相
談
内
容　

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

費
用
や
保
険
料
負
担
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、
負
担
軽
減
策
な
ど

回
答
者　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福
祉

団
体
の
ス
タ
ッ
フ

相
談
料　

無
料

　

茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　

０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
０
０

　

０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
０
２

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
が

届
き
ま
し
た
ら
納
期
限
内
に
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
等
で
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
心
身
に
障

が
い
の
あ
る
方
で
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
申
請
期
限
は
納
期
限
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

納
期
限　

５
月
31
日
（
水
）

　

筑
西
県
税
事
務
所

　

24
‐
９
１
９
０

対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
や
父
子

家
庭
の
父
ま
た
は
寡
婦
で
今
後
就

労
を
希
望
す
る
方

受
講
種
目　

介
護
職
員
初
任
者

募
集
人
員　

20
人

期
間　

６
月
11
日
（
日
）
～
10
月

１
日
（
日
）（
16
日
間
の
全
日
程

に
出
席
で
き
る
人
に
限
る
）

水 道 水 の 放 射 能 測 定 結 果 を お 知 ら せ し ま す
採水場所 採水日 放射性セシウム (Bq/kg) 管理目標値

浄水場出口 ４月 11 日
134Cs 不検出

10Bq/kg
137Cs 不検出

（検査日：４月 12 日 検査機関：㈱江東微生物研究所 )
■不検出とは、測定結果が検出限界値 (1Bq/kg 以下 ) を下　 
　回ったことを意味します。
■町の水道水に含まれている県西水道水の水質検査結果 は、
  茨城県企業局のホームページ (http://www.pref.ibaraki.jp/   
   bukyoku/kigyou/) で公表しています。
問い合わせ　上下水道課上水道係　 　48- ２０３７

場
所　

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
水
戸
市
八
幡
町
11-

52
）

自
己
負
担
額　

６
０
０
０
円
※
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
保
険
料
別
途

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
用
紙
は
役
場
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
）

申
込
期
限　

５
月
22
日
（
月
）

※
託
児
付
き（
２
歳
以
上
。要
予
約
）

　

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
４
９
７

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　
（
内
線
１
４
３
０
）

日
時　

６
月
４
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
～
午
後
２
時
40
分

場
所　

下
館
工
房
（
筑
西
市
み
ど

り
町
２
‐
８
‐
１
）

内
容　

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
と
ウ
ィ

ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
手
作
り
体
験

定
員　

男
女
各
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

男
性
６
０
０
０
円
、
女

性
１
８
０
０
円

申
込
期
間　

５
月
６
日
（
土
）
～

31
日
（
水
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ド
ウ
ル
ミ
ー
ト

ク
ラ
ブ
事
務
局　

小
池

　

０
９
０
‐
３
３
４
０
‐
４
９
２
９

募　
　
　
　

集

日
時　

６
月
４
日
（
日
）
午
前
９

時
～
午
後
３
時

場
所　

古
河
駐
屯
地
（
古
河
市
上

辺
見
１
１
９
５
）

内
容　

記
念
式
典
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、模
擬
戦
闘
訓
練
、ち
び
っ

子
広
場
、
装
備
品
展
示
な
ど

※
駐
車
場
は
台
数
に
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
車
で
の
来
場
は
乗

り
合
わ
せ
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

陸
上
自
衛
隊
古
河
駐
屯
地

　

０
２
８
０
‐
32
‐
４
１
４
１

慰霊巡拝事業の参加者を募集します

　厚生労働省では、戦没者遺族を対象とした慰霊巡
拝事業を実施しています。申込み受付後、厚生労働
省において審査のうえ決定となります。

実施地域名 実施予定期間 定員 申込期限
東部ニューギニア

（１班）
東部ニューギニア

（２班）

９月 20 日（水）
～ 27 日（水）    20 人 ５月 12 日

（金）

硫黄島（１次） 10 月 24 日（火）
～ 25 日（水）  100 人 ６月 30 日

（金）

フィリピン（１班）
フィリピン（２班）
フィリピン（３班）

２月 14 日（水）
～ 23 日（金）    60 人 ９月 15 日

（金）

硫黄島（２次） ２月 20 日（火）
～ 21 日（水）  100 人 10 月 23 日

（月）

※実施時期、期間等は、相手国の都合により変更に
　なる場合があります。詳しくは下記までお問い合
　わせください。

問い合わせ　福祉課社会福祉係（内線１４１０）

TEL

TEL 問

問TEL 問

問

問

TEL

TEL

催

し

物

陸
上
自
衛
隊
古
河
駐
屯
地

創
立
63
周
年
記
念
行
事

国
保
・
医
療
・
介
護
な
ん

で
も
電
話
相
談
室

自
動
車
税
は
納
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

ひ
と
り
親
家
庭
自
立
促
進

講
習
会
参
加
者
募
集

と

き

め

き

婚

活

パ

ー

テ
ィ
ー
参
加
者
募
集

TEL 問

TEL 問

TEL 問

TEL
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可
決
し
た
議
案
内
容

議会だより

◇
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　

４
月
１
日
か
ら
町
の
組
織
機
構

が
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
各

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
を
改
め

る
も
の
で
す
。

◇
組
織
再
編
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例　
　

　

平
成
28
年
12
月
定
例
会
で
可
決

さ
れ
た
「
八
千
代
町
行
政
組
織
設

置
条
例
」
に
基
づ
き
、
組
織
機
構

の
再
編
に
係
わ
る
２
つ
の
条
例
に

お
い
て
、
委
員
の
構
成
及
び
担
当

課
等
の
名
称
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

◇
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正　
　

◇
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正　
　

　

育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
等

の
改
正
に
伴
う
も
の
で
す
。

◇
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

議
員
報
酬
を
平
成
９
年
10
月
に

改
正
し
て
以
来
、
約
20
年
が
経
過

し
、
近
隣
自
治
体
の
報
酬
額
や
県

３月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１６５

平成２９年度一般会計予算を修正可決、給食センター建設費を削除

可
決
し
た
議
案
内
容

平
成
29
年
度
も
継
続
す
る
よ
う
改

正
す
る
も
の
で
す
。

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
等
に
係
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正　
　

　

介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
主
任
介
護
支
援

専
門
員
更
新
研
修
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
条
例
に
お
け
る
主

任
介
護
支
援
専
門
員
の
基
準
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任　
　

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
照

内
唯た

だ
よ
し由

さ
ん
（
伊
勢
山
）
を
新
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◇
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦　
　

　

現
委
員
が
平
成
29
年
６
月
30
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
左
記
の
３
氏
を
推
薦
し
た
い

と
し
て
、
議
会
に
意
見
を
求
め
ら

れ
た
も
の
で
、
推
薦
人
が
適
任
で

あ
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

生
井
紀
子
さ
ん
（
伊
勢
山
）

　

生
井
勝
已
さ
ん
（
松
本
）

　

濵
名
進
さ
ん
（
貝
谷
）

会 計 区 分 ３ 月 補 正 額 補 正 後 総 額

一 般 会 計 1億1千 498万 3千円 84億 7千 621万 2千円

国 民 健 康 保 険 1億123万 6千円 36億 8千 433万 9千円

後期高齢者医療 269万 2千円 1億 6千 574万 6千円

介護（保険事業） △1千 608万 6千円 17億1千 443万 4千円

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） △24万 4千円 794万 5千円

区 画 整 理 △1千104万 9千円 1億 6千 203万1千円

農 業 集 落 排 水 △7千 290万 2千円 4億7千101万 3千円

下 水 道 △20万 2千円 4億 5千126万 7千円

水　道　事　業　会　計

３条予算（収益的収入及び支出）

・収入：793 万 2 千円を増額し、収入合計を 4 億 7

千 575 万円とするもの

・支出：15 万 6 千円を増額し、支出合計を 3 億 8

千 836 万 8 千円とするもの

４条予算（資本的収入及び支出）

・支出：70 万円を減額し、支出合計を 7 千 475 万 7

千円とするもの

内
町
村
の
平
均
額
と
比
較
し
、
報

酬
額
が
低
い
こ
と
を
鑑
み
、
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
を
開
催
し
、
委

員
の
了
承
を
受
け
改
正
す
る
も
の

で
す
。

・
議　

長　

33
万
２
千
円　

→

　
　
　
　

 
 

　
　
　

35
万
６
千
円

・
副
議
長　

29
万
１
千
円　

→

　
　
　
　

 
 

　
　
　

31
万
２
千
円

・
議　

員　

27
万
５
千
円　

→

　
　
　

 
 

　
　
　
　

29
万
５
千
円

◇
税
条
例
等
の
一
部
改
正　
　

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
の
公
布
・
施
行
に
伴
い

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
28
年
４
月
の
学
校
教
育
法

の
改
正
に
伴
い
、
小
学
校
か
ら
中

学
校
ま
で
の
義
務
教
育
を
一
貫
し

て
行
う
「
義
務
教
育
学
校
」
が
新

た
な
学
校
の
種
類
と
し
て
規
定
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
関
連
条
文
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
介
護
保
険
条
例
等
の
一
部
改
正

　

平
成
27
・
28
年
度
に
実
施
し
て

い
た
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
措

置
を
、
消
費
税
の
10
％
へ
の
引
上

げ
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

●　

議
員
提
出
議
案

●　

条　

例

●　

平
成
28
年
度
補
正
予
算

●　

人　

事

　平成 29 年第１回定例会は、３月７日から 17 日までの 11 日間の日程で開催されました。
　この定例会では、町執行部より平成 29 年度当初予算をはじめ、条例改正など 27 議案が提案されました。一
般会計予算を修正可決したほか、残りの議案を原案のとおり可決しました。
　また、水垣議員ほか６名より、議員定数の見直しを求める動議が提出され、特別委員会が設置されました。

議会だより
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審　議　内　容

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 10 11 12 13 14
議
長

審
議
結
果

増
田　

光
利

国
府
田
利
明

大
里　

岳
史

廣
瀬　

賢
一

大
久
保
弘
子

上
野　

政
男

中
山　

勝
三

生
井　

和
巳

水
垣　

正
弘

小
島　

由
久

宮
本　

直
志

大
久
保
敏
夫

湯
本　
　

直

大
久
保　

武

八千代町議会議員定数調査特別委員会の設置について 可決 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × ―

平成 29 年度八千代町一般会計予算（修正案） 可決 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × ―

平成 29 年度八千代町一般会計予算（修正部分を除く原案） 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

平成 29 年度八千代町国民健康保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

平成 29 年度八千代町後期高齢者医療特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

平成 29 年度八千代町介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

会 計 区 分 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増 減 率

一 般 会 計 72 億 257 万 3 千円 79 億 9 千 300 万円 △ 9.9%

国 民 健 康 保 険 35 億 3 千 312 万 4 千円 33 億 539 万円 6.9%

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 6 千 750 万 9 千円 1億 6千 305 万 4 千円 2.7%

介護（保険事業）16 億 9 千 716 万 1 千円 16 億 8 千 704 万 5 千円 0.6%

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 501 万 4 千円 818 万 9 千円 △ 38.8%

区 画 整 理 1 億 7 千 503 万円 1億 7千 308 万円 1.1%

農 業 集 落 排 水 6 億 603 万 9 千円 5億 4千 391 万 5 千円 11.4%

下 水 道 4 億 7 千 967 万 4 千円 4億 5千 13 万 9 千円 6.6%

水　道　事　業　会　計

３条予算（収益的収入及び支出）

・収入　4億 7千 354 万 6 千円（前年度 4億 6千 781 万 8 千円）対前年度 1.2% 増

・支出　3億 8千 918 万 8 千円（前年度 3億 8千 821 万 2 千円）対前年度 0.3% 増

４条予算（資本的収入及び支出）

・収入　0円（前年度 0円）

・支出　7千 284 万 9 千円（前年度 7千 545 万 7 千円）対前年度 3.5% 減

※不足額 7千 284 万 9 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、

過年度及び当年度損益勘定留保資金で補填

◇平成 29 年度　当初予算◇

●　

そ
の
他

◇
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員

　

広
域
連
合
議
会
議
員
の
任
期
が

平
成
29
年
３
月
19
日
で
満
了
と
な

る
こ
と
に
伴
い
、
一
般
選
挙
を
行

い
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、 

大
久

保
武
議
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
町
道
路
線
の
認
定

　

路
線
番
号
が
重
複
し
て
い
た
村

貫
・
芦
ケ
谷
新
田
・
兵
庫
地
区
の

３
路
線
に
、
新
た
に
番
号
を
付
与

す
る
た
め
認
定
す
る
も
の
で
す
。

〇・・・賛成　　×・・・反対

※今定例会で審議された議案等のうち、意見が分かれた案件のみ、上記の一覧表に掲載しています。なお、記載のない

　議案等については、「全会一致（全員が賛成）で可決または承認」しています。審議の詳しい内容は、議会のホームペー

　ジの会議録（５月下旬頃掲載予定）をご覧ください。

第１回定例会における議案等の審議結果

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
を

修
正
可
決

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
29
年

度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

大
久
保
敏
夫
議
員
ほ
か
７
名
の

議
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ

れ
、
本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
修
正
案
は
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

３
億
２
千
２
４
２
万
７
千
円
減

額
し
、
72
億
２
５
７
万
３
千
円

と
す
る
も
の
で
、
教
育
費
の

う
ち
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
費

３
億
２
千
２
４
２
万
７
千
円

を
、
建
設
予
定
地
が
未
定
の
状

況
の
中
で
予
算
計
上
す
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
削
除

し
た
も
の
で
す
。

●　

選　

挙

議
会
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置

　

３
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
議
会
議
員
定
数
の
見
直
し

を
図
る
た
め
、
大
久
保
武
議
長

を
除
く
13
名
の
議
員
で
構
成
す

る
「
八
千
代
町
議
会
議
員
定
数

調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
長
に

大
久
保
敏
夫
議
員
、
副
委
員
長

に
小
島
由
久
議
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
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給
食
費
・
性
的
少

数
者
に
つ
い
て

　

大
子
町
で
は
、
４
月
か
ら
幼
稚

園
と
小
中
学
校
の
給
食
費
を
無
料

化
に
す
る
方
針
で
す
。
以
前
に
も

無
料
化
を
実
施
し
た
経
緯
が
あ

り
、
子
育
て
世
代
の
支
援
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
交
付
税

も
年
々
減
少
す
る
中
、
限
ら
れ
た

財
源
を
ど
の
よ
う
に
町
政
に
反
映

さ
せ
る
か
は
長
の
判
断
に
よ
り
ま

す
が
、
法
的
な
問
題
は
な
い
の
か
、

ま
た
、
当
町
の
現
状
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長　

学
校
給
食
法
第

11
条
で
は
、
「
学
校
給
食
の
実
施

に
必
要
な
施
設
及
び
設
備
に
要
す

る
経
費
並
び
に
学
校
給
食
の
運
営

に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
運
営
に

係
る
人
件
費
と
施
設
整
備
修
繕
費

が
設
置
者
、
そ
れ
以
外
の
経
費
が

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
８
名
が
登
壇

保
護
者
の
負
担
」
と
の
原
則
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
44
団
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
給
食

費
の
完
全
無
償
化
を
実
践
し
て
い

る
団
体
は
あ
り
ま
せ
ん
。
財
源
の

確
保
が
難
し
い
、
学
校
給
食
法
の

と
お
り
に
受
益
者
負
担
を
実
施
、

経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
に
は
給
食

費
の
援
助
を
既
に
行
っ
て
い
る
等

の
理
由
に
よ
り
、
検
討
し
て
い
な

い
と
回
答
し
た
団
体
が
18
団
体
。

八
千
代
町
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属

し
て
い
ま
す
。

　

無
償
化
を
行
っ
た
団
体
で
は
、

人
口
増
加
を
狙
い
と
し
、
子
育
て

世
帯
を
呼
び
込
む
手
立
て
と
し
て

実
施
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

福
祉
保
健
課
長　

幼
稚
園
給
食
費

に
つ
い
て
は
、
町
内
の
認
定
こ
ど

も
園
に
お
い
て
は
、
３
園
と
も
に
、

月
額
４
千
円
を
保
護
者
か
ら
実
費

で
徴
収
し
て
い
る
状
況
で
す
。
新

制
度
に
移
行
し
て
い
な
い
幼
稚
園

に
つ
い
て
は
、
保
育
料
に
合
算
す

る
規
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

心
と
体
の
性
が
一
致
し
な
い
性

的
少
数
者
の
方
が
日
本
で
は
約

８
％
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
都

市
部
と
違
っ
て
、
地
方
で
は
、
当

事
者
が
孤
立
し
や
す
い
状
況
に
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
当
町
に
お
け

る
取
組
と
県
内
に
支
援
施
設
が
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長　

性
的
少
数
者
に

つ
い
て
は
、
地
域
社
会
の
理
解
と

協
力
に
よ
り
問
題
解
決
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
人
権
問
題
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
町
民
・
職
員
と
も

に
学
習
・
啓
発
活
動
の
推
進
に
取

り
組
み
、
性
的
少
数
者
へ
の
理
解

を
広
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

県
内
で
は
、
神
栖
市
に
「
多
様

な
性
を
考
え
る
会　

に
じ
い
ろ
神

栖
」
と
い
う
会
が
あ
り
、
性
的
少

数
者
等
に
係
る
啓
蒙
・
啓
発
を
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
検
討
委
員

会
に
お
い
て
、
執
行
部
よ
り
３
カ

所
の
建
設
候
補
地
が
提
案
さ
れ
た

が
、
こ
の
選
定
に
町
長
は
関
わ
っ

て
い
た
の
か
。

　

建
設
に
必
要
な
面
積
は
４
千

㎡
以
上
と
説
明
を
受
け
て
い
た

が
、
候
補
地
の
う
ち
、
八
千
代

第
一
中
学
校
敷
地
内
の
面
積
は

２
千
７
０
０
㎡
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
、

面
積
が
不
足
し
て
い
る
場
所
を
選

定
し
た
の
か
。

　

ま
た
、
検
討
委
員
会
が
５
回
に

わ
た
り
、
真
剣
に
検
討
し
、
候
補

地
を
２
カ
所
に
絞
り
答
申
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
図
書
館
北
側
公

園
は
起
債
が
残
っ
て
い
る
土
地
で

あ
り
、
建
設
で
き
な
い
こ
と
が
判

明
し
た
。
執
行
部
は
最
初
か
ら
分

か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
課

長
４
人
が
検
討
委
員
に
含
ま
れ
て

い
る
の
に
、
町
長
に
意
見
を
言
え

る
職
員
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
の

か
。
こ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
検
討

委
員
会
を
侮
辱
し
、
軽
視
し
す
ぎ

て
い
る
。
検
討
委
員
会
、
議
会
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
責
任
を
と

る
の
か
。

　

残
り
の
候
補
地
は
中
結
城
小
学

校
わ
ん
ぱ
く
広
場
だ
け
で
あ
る
。

町
長
に
は
候
補
地
に
選
定
し
た
責

任
が
あ
り
、
町
長
の
決
断
を
求
め

る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

敷
地
の
選

定
に
つ
い
て
は
、
第
１
回
目
の
検

討
委
員
会
に
お
い
て
、
検
討
委
員

さ
ん
か
ら
、
町
の
財
政
負
担
を
考

慮
し
て
、
新
た
な
土
地
の
購
入
に

つ
い
て
は
反
対
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
事
務
局
と
し
て

は
、
多
少
の
問
題
は
あ
っ
て
も
、

条
件
次
第
で
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー

敷
地
と
し
て
可
能
性
の
あ
る
町
有

地
を
候
補
地
と
し
て
選
定
し
ま
し

た
。

　

関
係
課
職
員
に
よ
る
調
整
会
議

に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸
条
件

等
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
、
調
整

を
重
ね
、
選
定
し
ま
し
た
が
、
そ

の
際
に
町
長
は
、
検
討
委
員
会
に

諮
問
を
し
た
立
場
で
す
の
で
、
指

示
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

八
千
代
町
立
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

湯本　　直議員

小島　由久議員

給食をおいしそうに食べる児童たち
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町　

長　

八
千
代
町
立
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
し
て
は
、
現

在
の
施
設
が
老
朽
化
し
、
建
て
か

え
の
必
要
性
が
あ
る
た
め
、
今
回
、

八
千
代
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
検
討
委
員
会
に
敷
地
の
選
定

を
含
め
て
諮
問
し
た
わ
け
で
す
。

　

３
月
２
日
に
検
討
委
員
会
よ

り
、
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

検
討
委
員
会
の
会
議
録
で
は
、
中

結
城
小
学
校
わ
ん
ぱ
く
広
場
に
対

し
て
「
わ
ん
ぱ
く
広
場
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
、
地
元
の
人
た

ち
が
育
ん
で
き
た
学
校
に
対
す
る

思
い
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
」

「
学
校
へ
の
協
力
心
や
精
神
的
な

損
失
は
は
か
り
知
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
。
」
「
物
理
的
な
損
失
よ
り

も
精
神
的
な
損
失
が
大
き
く
、
こ

れ
は
お
金
で
は
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
。
」
「
地
域
の
人

た
ち
の
意
思
は
尊
重
す
べ
き
で
あ

る
。
」
と
の
貴
重
な
意
見
な
ど
も

出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

小
島
議
員
さ
ん
は
、
町
長
の
責

任
、
決
意
は
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

今
後
は
、
答
申
内
容
を
十
分
精
査

し
、
最
大
限
尊
重
し
な
が
ら
候
補

地
を
選
定
し
、
事
業
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
精
神
障
が
い
児
・
者
に

対
す
る
支
援
は
、
他
市
町
村
に
比

べ
、
遅
れ
て
い
ま
す
。
下
妻
市
で

は
、
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
重
点
的
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
当
町
に
お
い
て

も
、
相
談
場
所
や
専
門
相
談
員
の

配
置
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
た
、
先
日
、
県
内
初
の
ひ
き

こ
も
り
実
態
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
ひ
き
こ
も
り
に
至
っ
た
要

因
は
就
労
関
係
が
一
番
多
く
、
全

体
の
４
割
を
占
め
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
発
達
障

が
い
や
う
つ
病
等
、
精
神
障
が
い

を
抱
え
る
方
も
多
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
当
町
で
も
実
態
調
査
を
行

い
、
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
昨
年
６
月
に
総
合
福
祉

案
内
版
の
配
布
を
要
望
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長　

障
が
い
者
及
び

そ
の
家
族
が
抱
え
る
問
題
や
必
要

と
す
る
サ
ー
ビ
ス
等
は
そ
れ
ぞ
れ

の
年
齢
や
障
が
い
の
状
態
に
よ
っ

て
も
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
窓

口
で
の
相
談
支
援
を
通
じ
て
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
関
係
機

関
等
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
障
が
い
者
相
談
員
や
民
間
の

相
談
支
援
事
業
所
へ
の
委
託
に
よ

り
、
障
が
い
者
の
特
性
に
配
慮
し

た
専
門
的
な
相
談
窓
口
の
確
保
を

図
り
、
障
が
い
者
自
身
や
そ
の
家

族
に
対
す
る
き
め
細
か
な
相
談
支

援
体
制
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
月
に
は
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
又
は
希
望
し
て

い
る
方
や
家
族
等
を
対
象
と
し
た

集
い
を
八
千
代
町
地
域
自
立
支
援

協
議
会
主
催
に
よ
り
開
催
し
、
意

見
交
換
や
情
報
の
共
有
等
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
、

地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
、
自
立
支
援
と
日
常

生
活
支
援
の
基
本
と
な
る
相
談
支

援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

は
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、

ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

や
保
健
所
の
ひ
き
こ
も
り
相
談
事

業
な
ど
、
相
談
情
報
等
の
住
民
へ

の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
一
人
ひ
と
り
の
状

況
に
応
じ
た
継
続
的
な
支
援
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
、
実
態
調
査
を

行
う
場
合
に
は
、
個
人
情
報
も
関

係
す
る
の
で
、
慎
重
に
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

福
祉
制
度
の
総
合
案
内
版
の
発

行
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
の
組

織
再
編
を
機
に
、
新
た
な
福
祉
部

門
の
体
制
に
合
わ
せ
た
形
で
の
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
網
羅
し
た
総
合

案
内
版
の
作
成
に
つ
い
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

        

そ
の
他
の
質
問

・
養
鶏
場
の
悪
臭
問
題
に
つ
い
て

・
就
学
援
助
の
拡
大
に
つ
い
て

・
東
海
第
２
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て

　

当
町
の
医
療
機
関
巡
回
バ
ス

は
、
高
齢
者
の
利
用
を
想
定
し
て

運
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
足
腰
の

弱
い
高
齢
者
が
停
留
所
ま
で
歩
く

の
は
大
変
で
あ
り
、
利
用
し
づ
ら

い
と
の
声
が
多
く
上
が
っ
て
お
り

ま
す
。
現
在
の
利
用
状
況
と
課
題

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
導
入

す
る
自
治
体
も
増
え
て
お
り
ま

す
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
は
、
定
ま
っ

た
路
線
を
運
行
す
る
の
で
は
な

く
、
利
用
者
の
呼
出
し
に
応
じ
て

適
宜
ル
ー
ト
を
変
更
し
運
行
し
ま

す
。
自
宅
か
ら
乗
車
が
可
能
な
う

え
、
さ
ら
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
と
の
通
信
に
利
用
者
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
る
こ
と
で
、

緊
急
時
の
医
療
機
関
連
携
や
災
害

時
の
通
信
手
段
等
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
考

デ
マ
ン
ド
バ
ス

導
入
に
つ
い
て

障
が
い
福
祉
に

つ
い
て

大久保　弘子議員

増田　光利議員

相談支援の充実を
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え
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長　

巡
回
バ
ス
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
26
年
度
の
一
日
当
た
り
の

平
均
乗
車
人
数
は
９
人
強
と
横
ば

い
で
推
移
し
、
平
成
27
年
度
に
７

人
強
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
平
成

28
年
度
は
10
人
強
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
バ
ス

の
時
刻
表
を
定
期
的
に
配
布
し
、

町
民
の
方
へ
の
周
知
徹
底
を
図
る

と
と
も
に
、
路
線
図
の
作
成
や
バ

ス
停
表
示
の
改
善
、
停
留
所
の
見

直
し
を
行
う
な
ど
、
利
用
し
や
す

い
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
予
約
に
応

じ
て
運
行
す
る
た
め
、
利
用
者
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
運
行
す
る
従

来
の
方
法
と
比
較
し
、
費
用
対
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
が
、
一
方
で
、

予
約
の
煩
わ
し
さ
や
乗
り
合
い
に

よ
る
抵
抗
感
、
予
約
の
多
寡
に
よ

る
時
間
的
正
確
性
の
欠
如
な
ど
、

短
所
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
す
。

　

今
後
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
含
め

た
中
で
、
町
の
公
共
交
通
の
施
策

の
あ
り
方
を
関
係
機
関
等
の
協
力

を
求
め
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

町　

長　
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
進
行

す
る
高
齢
化
や
人
口
減
少
対
策
の

対
応
と
し
て
、
多
く
の
自
治
体
が

頭
を
悩
ま
せ
、
知
恵
を
し
ぼ
り
、

最
善
の
方
法
を
見
出
す
努
力
を
続

け
て
い
る
中
、
当
町
と
し
ま
し
て

も
、
公
共
交
通
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
デ
マ
ン
ド
交

通
を
含
め
、
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
第
５
次
総
合
計
画
や

総
合
戦
略
、
財
政
計
画
な
ど
の
位

置
付
け
の
中
で
、
事
業
の
公
平
性
・

重
要
性
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
住
民

の
皆
様
の
ご
要
望
・
ご
期
待
に
こ

た
え
る
べ
く
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
空
家
対
策
に
つ
い
て

高齢者の足となっている巡回バス

い
ま
せ
ん
。
私
は
、
一
昨
年
町
長

選
で
八
千
代
町
の
４
年
間
の
負
託

を
受
け
た
町
長
で
あ
り
、
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
は
、
総
合

計
画
に
則
っ
て
執
行
し
て
お
り
ま

す
。
議
員
や
総
合
計
画
審
議
委
員

も
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
よ

く
総
合
計
画
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

〇
町
長
の
県
迷
惑
防
止
条
例
違
反
に
つ
い
て

　

不
起
訴
不
当
の
結
果
に
つ
い
て

議
会
に
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
ダ
ウ
ン

さ
せ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ど
う
感

じ
て
、
ど
う
責
任
を
と
る
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。 

 

町　

長　

検
察
審
査
会
の
審
査
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

状
況
を
見
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

教
育
長
に
伺
い
ま
す
。
こ
の
町

長
の
件
に
関
し
、
児
童
生
徒
へ
の

教
育
上
の
影
響
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
へ
の
事
件

に
よ
る
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

〇
個
人
情
報
漏
え
い
に
つ
い
て

　

こ
の
漏
え
い
に
つ
い
て
ど
う
し

て
虚
偽
の
答
弁
を
さ
れ
る
の
か
。

前
定
例
会
に
お
い
て
、
人
を
侮
辱

す
る
と
も
思
え
る
、
訴
え
る
な
ら

訴
え
ろ
と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し

た
が
、
本
当
に
告
訴
さ
れ
た
場
合
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

町　

長　

告
訴
さ
れ
た
場
合
に
つ

い
て
は
、
個
人
情
報
漏
え
い
は
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

答
え
は
差
し
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

 

〇
公
務
体
制
に
つ
い
て

　

町
長
の
出
張
時
に
、
宿
泊
先
で

運
転
手
が
飲
酒
し
て
お
り
ま
し

た
。
万
が
一
、
災
害
発
生
な
ど
の

緊
急
を
要
す
る
際
に
は
、
町
長
は

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

町　

長　

非
常
時
の
場
合
は
、
タ

ク
シ
ー
で
帰
っ
て
き
ま
す
。 

 

　

現
段
階
で
建
設
費
用
に
約
11
億

円
。
内
訳
は
国
の
補
助
金
が

８
千
４
０
０
万
円
、
町
の
基
金
、

い
わ
ゆ
る
貯
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

が
３
億
２
千
万
円
ほ
ど
だ
と
思
い

ま
す
。
残
り
は
起
債
、
い
わ
ゆ
る

借
金
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、

７
億
円
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
だ

建
設
地
す
ら
決
ま
っ
て
い
な
い
状

況
で
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
が
私

に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　

議
員
や
多
く
の
団
体
か
ら
反
対

を
含
め
た
様
々
な
意
見
が
あ
る
中

で
、
今
す
ぐ
新
設
す
る
考
え
に
お

変
わ
り
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。 

　

町
民
か
ら
色
々
な
声
が
あ
る
の

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
こ
と
に

つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

今
更
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
必
要
性
を
町
民
に
聞
く
と
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
、
そ
ん
な

ば
か
な
事
を
す
る
こ
と
は
考
え
て 国府田　利明議員

※掲載記事は、国府田議員本人からの寄稿によるものです。

10
億
円
以
上
の
費
用
を
要
す
る

給
食
セ
ン
タ
ー
新
設
に
つ
い
て
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給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
検
討
委
員

会
は
、
昨
年
８
月
に
設
置
さ
れ
て

以
来
、
現
在
の
施
設
が
老
朽
化
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
早
期
の

答
申
を
目
指
し
、
集
中
的
に
協
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
３
回
の
検

討
会
の
ほ
か
、
先
進
地
の
視
察
な

ど
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
、
去
る
３
月
２
日
に
町

長
に
答
申
書
を
提
出
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
あ
た
っ

て
は
、
答
申
の
内
容
を
十
分
尊
重

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
町
長
の
見
解
と
建
設

用
地
に
つ
い
て
の
認
識
を
お
伺
い

し
ま
す
。

町　

長　

検
討
委
員
会
で
は
、
半

年
以
上
に
わ
た
っ
て
視
察
等
も
行

い
な
が
ら
検
討
し
て
い
た
だ
き
、

去
る
３
月
２
日
に
答
申
を
ま
と
め

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

敷
地
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
答

申
書
で
中
結
城
小
学
校
の
わ
ん
ぱ

く
広
場
・
町
立
図
書
館
北
側
公
園

等
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
地
元
住

民
や
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
総
合
的
に
判
断
し
、
最
終
的
な

結
論
を
見
出
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

私
と
し
ま
し
て
は
、
新
た
な
給

食
セ
ン
タ
ー
が
数
十
年
先
ま
で
稼

動
す
る
こ
と
を
考
え
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
総
合
的
に
判
断
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

敷
地
の
選
定
や
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回

答
申
さ
れ
た
内
容
を
最
大
限
尊
重

し
、
し
か
る
べ
き
と
き
に
き
ち
ん

と
決
断
し
、
議
会
に
も
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
当
町
の
厳

し
い
財
政
状
況
を
鑑
み
、
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
設
予
定
地
に
つ
い

て
、
新
た
に
購
入
す
る
の
で
は
な

く
、
町
有
地
の
有
効
活
用
を
前
提

に
協
議
し
、
上
申
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
中
結
城
小
学
校
わ
ん
ぱ
く

広
場
は
地
域
の
関
係
者
が
反
対
し

　

町
長
に
対
す
る
県
迷
惑
防
止
条

例
違
反
の
疑
い
を
不
起
訴
と
し
た

水
戸
地
検
の
処
分
に
つ
い
て
、
検

察
審
査
会
が
出
し
た
結
論
は
不
起

訴
不
当
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に

お
感
じ
に
な
っ
て
い
る
の
か
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
後
の
水
戸
地
検
に
お

け
る
再
審
査
に
よ
り
、
仮
に
起
訴

さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
つ
も
り
な
の
か
。
最
高
裁
ま

で
争
う
の
か
、
自
ら
職
を
辞
す
る

の
か
を
お
聞
き
し
た
い
。

町　

長　

検
察
審
査
会
の
審
査
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
推
移

を
見
守
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
初
め
て
事
件
が
発
生
し

た
と
き
、
最
高
裁
ま
で
戦
う
と
答

弁
し
て
い
る
と
お
り
、
辞
職
す
る

考
え
は
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。

　

個
人
情
報
保
護
法
に
つ
い
て
、

今
に
い
た
っ
て
も
な
お
、
町
長
は

私
を
含
め
町
民
の
個
人
情
報
を
漏

ら
し
た
こ
と
が
な
い
、
役
場
職
員

も
漏
ら
し
て
い
な
い
と
、
言
い
切

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

町　

長　

私
は
、
守
秘
義
務
違
反

し
た
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
２
月
中
旬
に
地
方
税
法
違

反
に
対
す
る
容
疑
で
、
町
長
を
告

訴
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
対
し

て
、
町
長
に
答
弁
は
求
め
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
、
水
戸
地
検
に
２
つ

の
事
件
で
、
容
疑
を
晴
ら
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
い
る
こ
と

を
自
覚
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

４
月
か
ら
の
部
制
導
入
に
伴

い
、
再
編
さ
れ
る
役
場
組
織
体
制

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

企
画
財
政
課
長　

町
部
局
に
５
つ

の
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
現

在
の
16
課
を
21
課
に
、
そ
し
て
45

係
を
60
係
に
再
編
し
、
特
に
福
祉

部
門
が
事
務
的
に
増
大
し
て
い
ま

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

県
迷
惑
防
止
条
例
・
個
人
情
報
保
護
法
に
つ
い
て

て
お
り
、
も
う
一
つ
の
候
補
地
で

あ
る
図
書
館
の
北
側
公
園
は
起
債

が
残
っ
て
い
る
と
、
議
会
初
日
に

町
長
か
ら
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

候
補
地
が
未
定
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
し
、
建
設
決
定
を
１
年
先
送

り
し
、
多
く
の
方
の
協
力
を
得
ら

れ
る
よ
う
意
見
を
集
約
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
答
弁
を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

候
補
地
で
あ
る
図
書
館

に
つ
い
て
は
、
起
債
が
残
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
で
返
済
完
了
の
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

敷
地
に
つ
い
て
は
、
中
結
城
小

学
校
、
図
書
館
と
い
う
２
つ
の
候

補
が
答
申
の
中
に
あ
が
っ
て
お
り

ま
す
が
、
総
合
的
に
検
討
し
、
答

え
を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

中山　勝三議員

大久保　敏夫議員

老朽化した給食センター
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議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

に
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施
設

見
学
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

各
種
団
体
や
学
校
の
社
会
科
見
学

な
ど
に
お
取
り
入
れ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
６
月
に
行
い
ま

す
。
詳
し
い
日
程
は
５
月
下
旬
に

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

議
会
事
務
局

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
48
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
４
１
１
０

す
の
で
、
子
育
て
支
援
や
介
護
保

険
へ
の
対
応
な
ど
、
き
め
細
か
な

対
応
を
す
る
た
め
、
課
及
び
係
を

細
分
化
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
各
課
に
お
け
る
係
に
つ
い
て

も
、
な
る
べ
く
名
称
に
よ
り
業
務

内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
細
分
し
た

こ
と
も
新
し
い
組
織
の
特
徴
で

す
。
職
責
の
明
確
化
や
多
様
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
、
専
門
的
な
行
政

課
題
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
を

目
指
し
て
組
織
再
編
を
行
い
ま

す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
常
陽
銀
行
駐
車
場
内
の
事
件
に
つ
い
て

・
職
員
の
職
務
管
理
に
つ
い
て

　

当
町
で
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
町
内
８
カ
所
の
認
定
子
ど
も

園
、
幼
稚
園
、
保
育
園
で
開
設
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
利
用
状
況

及
び
支
援
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
ず
っ
と
居
住
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
卒
園
し

た
幼
稚
園
等
を
利
用
し
や
す
い
と

思
い
ま
す
が
、
町
外
か
ら
転
入
し

て
き
た
場
合
は
利
用
し
づ
ら
い
の

が
現
状
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
空
き
教
室
等
を
利
用
し
、

各
小
学
校
単
位
で
開
設
で
き
な
い

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長　

放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
は
、
就
労
等
に
よ
り
保
護
者

の
方
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学

生
を
対
象
に
、
放
課
後
に
遊
び
を

中
心
と
し
て
基
本
的
な
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
社
会
性
を
育
む
場
で

す
。

　

平
成
28
年
度
の
定
員
は
、
８
児

童
ク
ラ
ブ
合
計
で
２
４
８
名
で

す
。
こ
れ
に
対
し
て
平
成
29
年

２
月
の
登
録
児
童
数
は
、
合
計

２
２
２
名
で
、
定
員
を
超
過
す
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
が
利
用

し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
低
学
年

の
児
童
の
利
用
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

利
用
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
度
は
月
額
６
千
円
で
、
平
成
29

年
度
は
お
や
つ
代
を
別
に
徴
収
す

る
こ
と
か
ら
利
用
料
は
月
額
５
千

円
に
減
額
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
取

組
と
し
て
、
ひ
と
り
親
の
保
護
者

の
う
ち
、
児
童
扶
養
手
当
を
全
額

受
給
し
て
い
る
場
合
に
、
利
用
料

の
月
額
６
千
円
を
全
額
助
成
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
子
世
帯
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
目
的

で
、
平
成
29
年
度
か
ら
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
同
時
利
用
の
き
ょ
う

だ
い
に
つ
き
、
２
人
目
を
半
額
、

３
人
目
以
降
を
無
料
と
し
、
少
子

化
に
歯
止
め
を
か
け
る
子
育
て
支

援
の
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
、
従
来
よ
り

幼
稚
園
や
保
育
園
に
委
託
し
て
き

た
実
績
も
あ
り
、
教
育
・
保
育
施

設
を
運
営
す
る
事
業
者
に
よ
る
円

滑
な
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
学
校
や
学
校
敷
地
内

に
お
い
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
学
校
関
係
、
教
育
委
員

会
等
と
協
議
し
、
検
討
し
て
い
く

課
題
と
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

町　

長　

今
後
も
、
少
子
化
対
策

に
取
り
組
み
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
い

て
、
児
童
健
全
育
成
対
策
事
業
な

ど
の
子
育
て
支
援
事
業
を
実
施

し
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

廣瀬　賢一議員

傍聴席から見た議場の様子

福祉部門を細分化（庁舎１階）

子育てしやすいまちづくりを
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去
る
、
１
月
27
日
に
実
施
し
た
議
員
研
修
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
ジ
ェ
ト
ロ
茨
城
に
て
、
農
作
物
の
海
外
輸
出
に
向
け
た
取
組
、
外
国
人
観
光
客
を
茨
城
県
に
集
客
さ
せ

る
取
組
に
つ
い
て
研
修
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
の
中
で
、
人
口
減
少
の
進
展
に
よ
り
日
本
国
内
の
食
品
関

◇　

研　

修　

視　

察　

報　

告　

◇

　「議案の修正」について

 町長が提出した議案（条例の制定・改廃、

予算の決定など）の内容を削除、減額、追

加などにより変更することをいいます。

　

議会の豆知識

　修正の方法には、次の２種類があります。

⑴本会議における修正

　議会において審議中の議案に対する修正は、議会の審議権の一作用

として議会にのみ認められた専権で、議員の提出する修正の動議によ

ります。

　修正の動議は、その案をそなえ、所定の発議者が連署して、あらか

じめ文書により議長に提出しなければなりません。修正案は別個の議

案ではないため、原案と合わせて審議されます。

⑵委員会における修正

　案をそなえ委員長に提出します。本会議における修正の場合とほぼ

同様ですが、他に賛成者は必要としません。

  

請
願
・
陳
情
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
！

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

・
請
願

　
　

紹
介
議
員
が
必
要
で
す
。
そ
の
内
容
に
該
当
す
る
常
任
委
員
会
で

　
　

審
議
し
ま
す
。

　

・
陳
情

　
　

議
員
の
紹
介
は
不
要
で
す
。

　　

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
議
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議案の修正

連
市
場
は
縮
小
す
る
一
方
で
、
ア
ジ
ア
の
市
場
は
拡
大
し
て
い

る
こ
と
や
海
外
で
日
本
食
品
の
人
気
が
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

受
け
、
今
が
農
作
物
を
海
外
輸
出
す
る
絶
好
の
好
機
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
茨
城
県
産
品
の
輸
出
例
と
し
て
、
下

妻
市
の
梨
や
常
陸
牛
が
挙
げ
ら
れ
、
農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る

当
町
に
お
い
て
も
大
い
に
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
い
ば
ら
き
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
近
年
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
の
頻
発
な
ど
多
様
化

す
る
災
害
や
緊
急
事
態
へ
の
対
応
、
高
齢
化
社
会
に
よ
る
救
急

出
動
の
増
加
な
ど
、
消
防
防
災
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
昨
年
、
当
町
を
含
む
県
内
34
市
町
20
消
防
本
部
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
防
指
令
業
務
を
共
同
で
運

用
す
る
こ
と
に
よ
る
災
害
情
報
の
一
元
化
、
無
線
の
広
域
化
に

よ
る
消
防
本
部
間
の
応
援
体
制
が
図
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
的
確

で
迅
速
な
消
防
・
救
急
業
務
や
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
が
可

能
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
消
防
関
係
各
位
に
は
、
日
頃
よ
り

住
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
最
新
の
シ
ス
テ
ム
運
用
に
よ
っ
て
、
住
民
の
安
心
安
全

な
生
活
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
し

た
。

　

結
び
に
、
研
修
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
町
執
行
部
の
皆
様

を
は
じ
め
、
時
間
を
割
い
て
研
修
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
者
の
皆
様
に
対
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
、
議
会
議
員
研
修

の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

いばらき消防指令センターにて ジェトロ茨城にて
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「八菜丸」

町イメージキャラクター

人のうごき　4 月 1 日現在
人　口　　22,716 人（1,133）
　男　　　11,862 人（    934）
　女　　　10,854 人（    199）
世帯数　　7,575 世帯（  966）

（　）内は外国人で内数

総
合
防
災
訓
練

平
成
29
年
度
　
八
千
代
町

日　時　5 月 28 日（日）
　　　　　午前 8 時 30 分　～　正午

会　場　各行政区公民館・中央公民館 ほか

全行政区で
行います

避難想定
5 月 28 日午前 8 時
頃、東京湾北部を震
源とする M7.3 の地
震が発生。八千代町
でも震度 5 強を観
測し、町内でも家屋
の全半壊ライフライ
ンの損害が発生して
いる

訓練内容
午前 8 時 30 分～
　避難訓練開始
午前 10 時～
　防災講演会
　防災体験会


